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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月3日(2015.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体視画像の視差設定を表す情報の送信方法であって、前記立体視画像は、異なる２つ
の視点による同じシーンを表す第１の画像と少なくとも第２の画像を有し、
　ある決定された時間に前記視差設定を表す情報を送信するステップを有し、前記送信す
る時間は、アクティブメガネのレンズが確立されたオープン状態又はクローズド状態にあ
る時間スロットに属することを特徴とする、方法。
【請求項２】
　アクティブメガネのレンズが確立されたオープン状態又はクローズド状態にある時間ス
ロットは、同期信号の受信時間により決まることを特徴とする、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信する時間は、アクティブメガネの一レンズが確立されたオープン状態又はクロ
ーズド状態にある時間スロットの始めに属することを特徴とする、
請求項１ないし２いずれか一項に記載の方法。
【請求項４】
　送信前に、視差設定を表す情報をメモリに記憶するステップを有することを特徴とする
、
請求項１ないし３いずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記視差設定を表す情報は無線伝送チャンネルを介して送信されることを特徴とする、
請求項１ないし４いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記立体視画像は、第１の画像と少なくとも第２の画像を含むビデオストリームに属し
、異なる視差情報が各第２の画像に関連付けられていることを特徴とする、
請求項１ないし５いずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第１の画像と第２の画像を含む立体視画像の視差設定を表す情報を送信するように構成
された装置であって、視差情報を表す前記情報を送信するように構成された送信器を有し
、
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　アクティブメガネのレンズが確立されたオープン状態又はクローズド状態にある時間ス
ロットに属する、前記視差設定を表す情報の送信時間を決定するように構成された計算ユ
ニットを有することを特徴とする、装置。
【請求項８】
　前記第１と第２の画像の表示シーケンスを表す情報を含む同期信号を受信するように構
成された受信器を有する、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記立体視画像の視差設定を修正するように構成された命令手段を有することを特徴と
する、
請求項７ないし８いずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　立体視画像の視差レベルを調整する方法であって、前記立体視画像は、異なる２つの視
点による同じシーンを表す第１の画像と第２の画像を有し、前記方法は、視差設定を表す
情報を受信するステップを有し、
　受信した視差設定を表す情報に応じて前記立体視画像の視差レベルを設定するステップ
をさらに有し、前記設定は、前記第１の画像の表示と前記第２の画像の表示の間の遷移時
間とは異なる時間に処理されることを特徴とする、
方法。
【請求項１１】
　同期信号を送信するステップを有し、前記同期信号は、前記第１と第２の画像の表示シ
ーケンスを表す情報を含むことを特徴とする、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　視差レベルが設定される前に、視差設定を表す情報をメモリに記憶するステップをさら
に有することを特徴とする、
請求項１０ないし１１いずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記設定の処理時間は、前記第１と第２の画像の一方の表示に対応する時間スロットに
属する、
請求項１０ないし１２いずれか一項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　有利にも、３次元装置によりレンダリングされる３次元コンテンツのフォーマットは、
当業者に知られた３次元ビデオコンテンツの任意のフォーマットに対応し、左信号と右信
号を含む立体視画像タイプの３次元コンテンツに限定されない。３次元コンテンツは、例
えば、視差マップが関連するビデオ画像や、さらに右画像に対する左画像の視差マップは
左画像に関連付けられ、左画像に対する右画像の視差マップは右画像に関連付けられた左
画像と右画像のペアに対応する。一変形例によれば、３次元コンテンツは、３以上のビュ
ー、例えば３ビュー、４ビュー、５ビュー又は１０ビューを有する立体視画像に対応する
。
　なお、実施形態に関し次の付記を記す。
（付記１）　立体視画像の視差設定を表す情報の送信方法であって、前記立体視画像は、
異なる２つの視点による同じシーンを表す第１の画像と少なくとも第２の画像を有し、
　ある決定された時間に前記視差設定を表す情報を送信するステップを有し、前記送信す
る時間は、アクティブメガネのレンズが確立されたオープン状態又はクローズド状態にあ
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る時間スロットに属することを特徴とする、方法。
（付記２）　アクティブメガネのレンズが確立されたオープン状態又はクローズド状態に
ある時間スロットは、同期信号の受信時間により決まることを特徴とする、
付記１に記載の方法。
（付記３）　前記送信する時間は、アクティブメガネの一レンズが確立されたオープン状
態又はクローズド状態にある時間スロットの始めに属することを特徴とする、
付記１ないし２いずれか一項に記載の方法。
（付記４）　送信前に、視差設定を表す情報をメモリに記憶するステップを有することを
特徴とする、
付記１ないし３いずれか一項に記載の方法。
（付記５）　前記視差設定を表す情報は無線伝送チャンネルを介して送信されることを特
徴とする、
付記１ないし４いずれか一項に記載の方法。
（付記６）　前記立体視画像は、第１の画像と少なくとも第２の画像を含むビデオストリ
ームに属し、異なる視差情報が各第２の画像に関連付けられていることを特徴とする、
付記１ないし５いずれか一項に記載の方法。
（付記７）　第１の画像と第２の画像を含む立体視画像の視差設定を表す情報を送信する
ように構成された装置であって、視差情報を表す前記情報を送信するように構成された送
信器を有し、
　アクティブメガネのレンズが確立されたオープン状態又はクローズド状態にある時間ス
ロットに属する、前記視差設定を表す情報の送信時間を決定するように構成された計算ユ
ニットを有することを特徴とする、装置。
（付記８）　前記第１と第２の画像の表示シーケンスを表す情報を含む同期信号を受信す
るように構成された受信器を有する、
付記７に記載の装置。
（付記９）　前記立体視画像の視差設定を修正するように構成された命令手段を有するこ
とを特徴とする、
付記７ないし８いずれか一項に記載の装置。
（付記１０）　立体視画像の視差レベルを調整する方法であって、前記立体視画像は、異
なる２つの視点による同じシーンを表す第１の画像と第２の画像を有し、前記方法は、視
差設定を表す情報を受信するステップを有し、
　受信した視差設定を表す情報に応じて前記立体視画像の視差レベルを設定するステップ
をさらに有し、前記設定は、前記第１の画像の表示と前記第２の画像の表示の間の遷移時
間とは異なる時間に処理されることを特徴とする、
方法。
（付記１１）　同期信号を送信するステップを有し、前記同期信号は、前記第１と第２の
画像の表示シーケンスを表す情報を含むことを特徴とする、
付記１０に記載の方法。
（付記１２）　視差レベルが設定される前に、視差設定を表す情報をメモリに記憶するス
テップをさらに有することを特徴とする、
付記１０ないし１１いずれか一項に記載の方法。
（付記１３）　前記設定の処理時間は、前記第１と第２の画像の一方の表示に対応する時
間スロットに属する、
付記１０ないし１２いずれか一項に記載の方法。
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